
2024年度：こども園自己評価の報告書  しんでんこども園 

評価項目 取り組み状況 

教育・保育方針と内容 

・今年度の研究テーマを「一人一人の表現を大切にしながら、人と豊か

に関わるための環境やあそびとは」とし、研究をすすめた。環境ガイ

ドラインを使って園内公開保育をし、職員間で見合い考察することで

次の保育へと繋げていくことができた。 

・「不適切保育」への理解も深め、保育教諭自身の保育や園内での取り組

みを見つめなおした。アドバイザーからの指導も受け、子どものあり

のままを受け止め、「褒める」「認める」ことも大切にしながら保育を

進めた。 

健康支援 

・朝 8：45以降は天候・気温が良い時は園庭で遊ぶこととし、9:30頃集

会をして全園児で体操をするなど、園庭で体を動かして遊ぶ時間をし

っかり確保することができた。 

・園児への保健指導は、養護教諭がその時期に必要な内容を基に担任と

協力しあいながら行っている。生活習慣の確立や生活リズムについて

は、個別に、状況に応じて担任・養護教諭と保護者とで現状認識や改

善に向けての連携をより充実していった。 

安全指導・危機管理 

・毎月、施設全体の安全点検を実施し、危険個所や不具合があった場合

は、修理修繕を行った。保護者会の協力のもと、溝掃除や草抜きを行

い環境整備にも努めた。 

・駐車場のルールの確認や、許可証発行・提示の徹底を図ったことで、

混雑がほとんどなく、安全な登降園に繋がった。 

食育の推進 

・菜園活動から生長や収穫の喜びを経験し、クッキングも楽しんだ。自

分達で栽培・収穫・調理することを通して、苦手なものも食べてみよ

うとしたりする姿がみられた。 

・畑を耕すところから子ども達の活動に取り入れ、種まき、水やりをし

て世話をしたが、大根が枯れ、大きく育てることができないという経

験もした。食物連鎖や育てることの難しさを学ぶきっかけとなり、少

ない大根で作った味噌汁を大切に味わう姿も見られた。 

子育て支援（在園児および地域）  

・高齢者施設との交流を始め、4 歳児がダンスや手遊びを披露する機会

を持った。子ども達から元気をもらったと喜びの声を聞き、交流の大

切さを感じた。来年度は計画的に回数を増やしていきたい。 

・地域支援「ぴよぴよ・わんわん・みつばち」を行い、たくさんの参加

があり、保護者同士つながるきっかけとなっている。 

 また、保護者から相談を受けた場合は、必要に応じて他機関と連携し

て少しでも安心して子育てができるよう努めた。 

インクルーシブ教育保育 

・職員会議にて、子どもの実態や配慮項目を職員が共通理解できるよ

うな場を随時設けている。今年度は短い会議の時間を有意義に使う

ため、全学年を一度に行うのではなく、1学年ずつ子どもの姿やクラ

スの取り組みを伝え、意見交流をすることで、理解を深めたり支援

の仕方を工夫したりするきっかけとした。 



・コミュニケーションがうまく取れない子ども達も多いので、担任だ

けでなく園全体でかかわり、安心感が持てるよう全職員が務めるこ

とで、安心して大人を頼ったり、友達へのかかわりを持とうとした

りする成長が見られた。 

職員の資質の向上 

・職員人権研修では、職員の人権感覚を磨いていけるようなテーマに沿

って職員同士で話し合い、共に人権について考える機会を持った。 

・公開保育で環境ガイドラインを意識した案を立て、保育教諭同士で評

価することで、子どもの姿だけでなく子ども同士を繋げたり遊びを発

展させたりするために必要なことを考え、保育に活かすことができ

た。 

幼保こ小中の連携・接続 

・近隣のゆいゆい保育園とぬくもりのおうち保育園が避難訓練のため来

園し、砂場で遊んでもらった。職員との交流は少しできたが、子ども

達の交流もしていけたらと思う。 

・幼保こ小連絡会には昨年度 5 歳児担任が参加し、1 年生になった子ど

もについての情報交換ができた。 

評議員会 

・３回の評議員会を開催し、園での取り組みを伝えたり地域の現状を伝

え合ったりすることができた。生活発表会の参観をしていただいた後

に会を開いて取り組みを伝えたことで、子ども達の成長を感じてもら

うことができた。また、いただいた意見を職員間で共有した。 

その他  

・しんでん会（保護者会）の存続について論議を重ねる中、保護者会役

員を中心に、イベントの企画や餅つきの復活など、意欲的に活動され

いた。 

 

○今後取り組むべき課題（重点的に取り組むべき課題） 

課  題 具体的な取り組み方法 

子育て支援 ・保護者が安心して子育てができるよう、気になること困ったこ

と等を気軽に相談できるような園の環境づくりに努めてい

く。 

教育保育内容の発信 

職員の資質の向上 

・園での取り組みをより知ってもらえるよう、目に見えないもの

の可視化や、ドキュメンテーションの充実に努めていく。 

・若い職員が増える中、お互いに学び合い刺激しあえるような機

会の確保に努め、園内研究を充実させていく。 
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